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❶地域教育の推進
①地域教育プログラム
未来志向の変革力を身につけた人材を育成するため、全学
的な地域志向教育のカリキュラムを整備・体系化し、地域教
育プログラムを実施しています。この中には、すべての学部
生を対象とした｢地域基礎科目｣を設けています。
②近江楽座
“スチューデントファーム「近江楽座」／まち・むら・くらしふ
れあい工舎”は、大学の総合力、教員の専門性、学生の行動
力を源に、地域活性化への貢献をとおして、地域社会に根
付いていくプロジェクトを募集し、所定の審査を経て採択さ
れたプロジェクトに対して、調査、研究、活動等経費を助成
しています。
③近江楽士（地域学）副専攻
全学部・全学科を対象に社会の様々な場面で必要とされる
ネットワーク力・起業力を養成する地域学副専攻の教育プ
ログラムを推進しています。

④近江環人地域再生学座
地域における多様な活動や挑戦のための知識・手法を修得
し、地域資源を活用した地域課題の解決や地域イノベーショ
ンを興し、新しい地域社会を切り拓く資質を有した人材とし
て「近江環人（コミュニティ・アーキテクト）」を育成します。
❷地域研究
①地域課題研究
連携自治体をはじめとした地域との緊密な連携のもと、地
域課題の解決とともに、新たに持続可能な共生社会を推進
するため、「SDGs特化型地域課題研究」を実施しています。
②近江地域学会
地域の未来創造に意欲を持つ誰もが参加し、研究・交流で
きる場として「近江地域学会」を設立し、各地域での活動が
広がっていくことを目指しています。
③地域づくり調査・研究
自治体、NPO、経済団体等と連携し、地域の課題解決や地
域づくりの受託研究を行うとともに、地域の活性化に向けた

文献資料の収集・提供を行う図書館と、コンピュータ・ネットワークの拠
点である情報センターを統合した「図書情報センター」では、教育およ
び研究活動に必要な学術・研究情報を的確に、迅速に、そして総合的に
収集したいという利用者のニーズに応えています。さらに、本学教員等
の研究成果を機関リポジトリに登録し、学内外に提供しています。

図書館では約40万冊の書籍や雑誌、DVDを所蔵し、閲覧・貸出・複写・レファレンス・相互利用等のサービスを
提供しています。
館内にはグループ学習室や個人閲覧室など様々なタイプの学習スペースと自由に利用できるパソコンを備え、
自習に最適な環境を提供しています。

図書館部門

キャンパスLANシステムは、基幹部分にギガビットイーサーネットスイッチを整備し高速大容量通信を実現して
います。対外接続は、国内900弱の大学・研究機関の学術情報基盤であり、我が国最大の超高速ネットワーク
と先端的なサービスを提供しているSINET（学術情報ネットワーク）および商用インターネット回線を利用して
マルチホーム構成となっています。

図書館や学生ホールにてSPINS※無線LANサービス
を提供しています。持ち込んだPCでインターネットが
利用できます。
※ university Shiga Prefecture Information Network System

の略称です。

図書情報センターには、情報処理演習室3室（端末数168台）、LL教室2室（端末数100台）、CAI教室1室（端末数64台）が整備され、情報処理教育、語学教育、
各学部の専門教育に利用されています。また授業等で使用されていないときは、9：00 ～19：00の間（授業期間中）、自由に自習で使うことができます。
どの教室も端末の間にセンターモニターを配置しており教師用モニターの映像等を表示させることができます。情報処理演習室とCAI教室はWindowsと
VineLinuxが利用できます。LL教室にはCALLシステム（コンピュータを使用した外国語学習システム）を導入しています。また、学内外からe-learningシステ
ムに接続し、英語を自己学習できる環境を提供しています。

貴重なコレクションを多数所蔵
第二次世界大戦前後の日本で刊行さ
れた資料や、文化大革命当時の出版
物、在日朝鮮人および朝鮮史関係の資
料、チベット、ネパール、モンゴル関係
の資料など、現在では入手困難な貴重
な図書や雑誌を所蔵しています。

＜所蔵コレクション＞
朝日文庫／陳徳勝コレクション／朴慶殖文
庫／姜在彦文庫／李延燮文庫／ヒマール
文庫／棈松源一文庫

交流センター
大学の敷地内には、600人収容のホールとホワイエ、さらに8室
の研修室をもつ交流センターがあり、授業や学生活動だけでな
く、開かれた大学として、学会やシンポジウム等の学術交流や
地域との人材交流等に活用されています。
また、本学の研究成果報告会や学術情報を地域へ幅広く還元
する拠点としても利用されています。

情報部門

SPINS無線LANサービス

情報処理演習室（3室168席）
自習にも使えます。

LL教室（2室100席）
マルチメディアで語学学習ができます。

CAI教室（64席）
CAD、GISソフトもあります。

産学連携センター

❶技術相談および受託研究・共同研究・
学術指導の受け入れ

企業等からの技術相談などの紹介や受託研究、
共同研究、学術指導の受付窓口となっています。
また、知的財産権に関する事業を行っています。

❷センター研究施設の運営
共同研究に必要な研究実験室の他、無響室をは
じめ各種分析測定機器を整備、貸出し、研究開
発を支援しています。

主な活動

地域共生センターは、滋賀県立大学が有する人的および知的資源を活用し、地
域課題の解決や地域共生に関する教育、研究および地域社会で活躍する人材の
育成等により、地域の文化、産業等の振興および地域社会の発展に寄与すること
を目的に、2013年4月、地域づくり教育研究センターと環境共生システム研究セ
ンターを再編・統合して設置されました。
2013年度「地（知）の拠点整備事業（大学COC事業）」の採択を受け、「びわ湖
ナレッジ・コモンズ－地と知の共育・共創自立圏の形成－」に取り組むとともに、
2015年度には「地（知）の拠点大学による地方創生推進事業（COC+）」の採択
を受け、県内への若者定着・雇用創出を図る取り組みを推進しています。

地域共生センターは、滋賀県立大学が有する人的および知的資源を活用し、地
域課題の解決や地域共生に関する教育、研究および地域社会で活躍する人材の
育成等により、地域の文化、産業等の振興および地域社会の発展に寄与すること
を目的に、2013年4月、地域づくり教育研究センターと環境共生システム研究セ
ンターを再編・統合して設置されました。
2013年度「地（知）の拠点整備事業（大学COC事業）」の採択を受け、「びわ湖
ナレッジ・コモンズ－地と知の共育・共創自立圏の形成－」に取り組むとともに、
2015年度には「地（知）の拠点大学による地方創生推進事業（COC+）」の採択
を受け、県内への若者定着・雇用創出を図る取り組みを推進しています。

地域共生センター

主な活動

産学連携センターは、産官学連携の拠点施設として、大学と産業界との交流に
より、企業の研究開発を支援するとともに、本学の教育研究活動の推進を目的
に設置されました。大学の知的資源と企業ニーズをつなげ、企業の先端的技術
開発やその実用化、新商品の開発等に貢献することを目指しています。

シーズ発表会

産学連携センター外観

地域共生センター 外観

❸産学官連携のネットワークづくり
他大学や行政、関連機関等との連携、交流によ
り、産業支援、地域貢献のためのネットワークづ
くりを行っています。

❹シーズ発表会の開催
「研究シーズ集」を発行して教員の研究テーマ
等について情報発信を行ったり、企業の方を対
象にシーズ発表会を開催しています。

自主研究を行っています。
❸生涯学習
生涯学習事業では、5月上旬から6月上旬の毎土曜日、4回
シリーズで「県立大学で人間学を学ぶ」をテーマに、本学教
員が講義を行う公開講座を実施しています。
このほか、半年間、本学の学生と机を並べて授業を受講し
ていただく公開講義も行っています。環境科学から看護学
まで幅広く公開し、地域の生涯学習の拠点づくりをすすめ
ています。
❹地域連携・交流促進
大学COC事業の成果を踏まえ、地域における課題解決に向
けた人材育成の場づくりを進めています。また、環びわ湖大学・
地域コンソーシアムや大学サテライト・プラザ彦根運営協議
会への参画、地域との連携・協力協定等を通じ、大学と地域
との連携・交流を進めています。

図書情報センター
T H E  U N I V E R S I T Y  O F  S H I G A  P R E F E C T U R E  C A M P U S  G U I D E   2 0 2 0 CAMPUS NAVI

THE LIBRARY AND INFORMATION NETWORK CENTER

産学連携・地域貢献
INDUSTRY-UNIVERSITY PARTNERSHIP AND COMMUNITY CONTRIBUTIONS

図書館と情報センターとの一体的運営により、
最新の学術・研究情報を総合的に収集・提供する
図書館と情報センターとの一体的運営により、
最新の学術・研究情報を総合的に収集・提供する

教育・研究活動を通して、社会に貢献する人材を育成するとともに
地域社会・地域産業の発展に貢献する
教育・研究活動を通して、社会に貢献する人材を育成するとともに
地域社会・地域産業の発展に貢献する


